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この大会では災害現場をイメージして作られたフィールドと 
中学生のみなさんが作ったロボットを使って、どのチームが
よりはやく、より上手にドアの向こうに到達できるかに挑戦
します。一般の方も無料で入場・観覧することができます。 
ぜひ見に来てください！ 
 

中学生レスキューロボットチャレンジは中学生レスキューロボットコンテストを前
身とした、2003年から続く歴史あるレスキューロボット大会です。毎年多くの中
学校から様々なチームが参加し、アイデアあふれるロボットでレスキュー活動に
挑んでいます。阪神淡路大震災・東日本大震災などの大地震や平成26年8月の広
島市土砂災害をもたらした集中豪雨など、近年私たちを襲う数々の災害が多くの
尊い人命を奪っています。加えて原発事故での収束作業など新たな懸案も出てき
た現在、ロボットによる危険箇所での作業は新たなレスキューの可能性の一つと
してかつてないほどに注目されています。この大会では中学生たちが設計・製作
を通して得る技能や知識だけでなく、これまで遭遇したことのない問題に直面し
た時のトレードオフ的思考や問題解決・意思決定能力の育成、チームプロジェク
トに携わることで得られるコミュニケーション能力の育成などをねらいとしてい
ます。例年コベルコ建機株式会社CSR委員会と広島大学教育学部 第二類 技術・
情報系コース有志学生の2者によって運営され、ルールの策定から参加校への工作
教室や大会運営まで、学生と社会人が主体となって活動をしています。14回目を
迎える今年度の大会では、災害現場の悪路を超えてドアの向こうの救助者にたど
り着くことを目標にしています。
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地震や土砂災害が起きたとき、 
周りが危険で逃げられず家に閉じ込められて 
しまうことも… 
でもロボットだったら、危なくて人間が近づく
ことのできない場所を通って、助けを待つ人の
ところへ行くこともできます 
自分たちで考え、作った救助ロボットで、地震
や土砂崩れの災害現場を、安全に速く走行して
ドアの向こうにたどり着こう！ 

地震や土砂崩れなどで 
近づくことのできない 
家にたどり着こう！ 


